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別紙様式3 (課程博士 •論文博士共用)
論 文 内 容 要 旨
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学位論文題目
Optical coherence tomography angiography reveals blood flow in 
choroidal neovascular membrane in remission phase of neovascular 










おける脈絡膜新生血管の血流をOptical coherence tomography (OCT) angiography 
を用いて評価し、視力や寛解維持期間との関係を検討した。
【方法】




OCT angiography は Avanti RTVue XR (Optovue 社）もしくは Cirrus 5000 (Carl Zeiss 
Meditec社）を使用して黄斑部を撮影し、病変と一致する部位に通常では認めない異 
常な血流を認めた場合、それを脈絡膜新生血管の血流と判定した。
撮影画像を Image J で 2 値化処理を行い、病変部全体に占める血流部分の面積割合
(vessel density)を算出した。
【結果】
対象とした21例 21眼のうち、1眼はOCT angiography画像が不鮮明であったため、 
解析は 20例 20眼で行った。平均年齢は73. 9 ± 7. 5 歳、平均 logMAR視力は 0. 34 土 
0.37、平均中心窩網S莫厚は205 ± 33 y mであった。発症からの期間は平均61.6 土




別紙様式3 の 2 (課程博士 •論文博士共用）
___________________________________________________________________________(続紙）
40. 4 力月、寛解の維持期間（最終の治療からの期間）は平均26.1 土 22. 2 力月であ 
り、加齢黄斑変性の治療歴は抗VEGF薬が 10眼、光線力学療法が1眼、併用が 9 眼で 
あった0
脈絡膜新生血管における血流は 2 0 眼すべてで認め、平均面積が 3 . 8 1土 3.41 
鵬2、平 均 vessel densityは 28.9 ±8.2 %であった。脈絡膜新生血管の血流面積は 
視力や寛解の維持期間との関連を認めなかったが（視 力 ：r = 0.346，P = 0.135、寛 
解の維持期間：r = 0.147，T3 = 0. 538)、vessel densityは視力、寛解の維持期間と 
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